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4 一 旅行 に お ける 礼儀 作法 


@ 善き 人 々 に 助言 を 請う こと : 














アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 あ る 男 は 言い 
ACT 
" アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) よ 。 私 は 旅行 に 出 
た い の で す が 、 何 か 助言 し て 下さ い 。" (アッ ラー の 使徒 は ) 言い まし た : 
" アッ ラー (の お 和 色 り や 懲罰 の 原因 と な る よう な 事柄 ) に 対し て 身 を 慎む の 
近年 ビニ 
3 の 、 (アタ マビ の の 全 全 人 ) 計り まし た ("テッ タフ 時 彼 の た め 
大 地 を くる ん で (その 旅路 を 短く し て ) 下さ い 。 そ し て 彼 ( 0 
の 08 し で ド き MM (アッ ーー チイ ルル スソ イー イア ッ < 0 





















































@ 旅行 者 の 門出 に 際 し て 、 そ れ を 見 送る 者 が 言う こと : 


| 














イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 私 た ち (が 旅 に 出る 際 ) 
別れ の 挨拶 を し て 、 こ う 言 っ た も の で し た : " 私 は 、 あ な た の 宗教 と あな た 
が 後に 残し た (家族 や 財産 な どの ) も の 、 そ し て あな た の 行為 の 集大成 を ア 
ッ ラ ー の 御 許 に 委ね て お 別れ し ます 。"′ 」 (アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー と イブ ン 
ジー ジン キ の 信二 

















弄 旅行 者 が 別れ の 挨拶 を 言う 者 に 対し て 言う こと : 














アプ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 私 に 別れ の 挨拶 を し て 、 
こう 言い まし た : " 私 は 、 信 託 を 破棄 され る こと の な い ア デッラ テラー の 御 許 に あ 
な だ た 方 を 雪 ね て お 別れ し ます ず 。" 」 (アフマド と イブ プン ・ マ ー ジ ャ の 信 承 り 

















) 敬 度 な 者 と 旅路 を 共に する こと : 




















アブ ー・ ム ー サ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 善 き 同 伴 者 と 悪い それ の 
例 は 、 あ た か も 香水 を 有する 者 と 、 ふ い ご を 吹く 者 (鍛冶屋) の よう な も の 
で ある 。 香水 を 有する 者 は 、 あ な た に それ を 贈り 物 と する か 、 ま た は それ を 
売る か 、 あ る い は あな た は 彼 に 芳香 を 見 出す こと で あろ う 。 し か し ふい ご を 
吹く 者 (鍛冶 屋 ) は (火の粉 を 飛ば し て ) あな た の 衣服 に 焦げ 目 を 付け た り 
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良好 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (3445) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (2740) 、 ス ナ 
ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2771) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2235) 。 文章 は アッ テニ ティ ルミ ズィー の 
も の 。 

2 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (3443) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2738) 、 ム ス 
タ ド ゥ ラク ・ ア ル テ ハ ー キ ム (1617) 。 ア ッ テ ニス イル スイ ラ ト ・ ア ッ ー サ ヒー ハム (14) 参照 。 

3 

伝承 経路 は 良好 。 ム ス ナ ド ・ ア フ マ ド (9219) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2825) 、 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ マ ー ジ 





ャ (2278) 。 ア ッ ニ スイ ルス イラ ト ・ ア デア ッ テ サ ヒー ハ (16) 参照 。 
1 





、 悪 い 句 い を 嘆 が せ た り する し か な い の で ある 。」 (アル テ ブ ハー リー と ム 
スリ ム の 伝承 *) 


@ 単身 で 旅行 し な いこ と : 














ーー 











1 一 イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 も し 人 々 が 1 人 で ある こと 
(の 危険 性 や 弊害 ) に つい て 私 の 知る こと を 知っ た の な ら 、 夜 1 人 で 旅 す る よ 
うな こ ど は な いで あろ う 。」 (アル デ プ ハ ハーリー の 令 居 ) 





ーー 




















2 一 アム ル ・ ブ ン ・ シ ュ ア イブ (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が その 父 か ら 
、 そ の 父 が その 祖父 か ら 令 える と ころ に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ 
ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 「 単 身 の 旅行 者 は シャ イタ ー ン 
(悪魔 ) で あり 、2 人 で 旅行 する 者 は 2 人 の シャ イタ ー ン で ある 。 し か し 3 人 で 
旅行 する 者 は 、 集 団 で 共に 旅行 する 者 な の で ある "。」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 
と アッ = テテ ディ ルミ ズィー の 伝承 り ) 





























@ 旅行 に 犬 や 鐘 を 同伴 し な いこ と : 














デア ブー・ フ ブフ ラ イラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア デア ッ ラー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 天 便 '『 は 、 犬 や 鐘 
を 同伴 する 旅行 者 に は 同行 し な い 。」 (ムスリム の 伝承 























旅行 、 及 びそ の 他 の 状況 に お いて 同行 者 を 助け る こと : 














が の つん サ イド ャ ゲル デー ク ドウ み リ ーッ ( 條 に アッ ジー の ご 滴 情 あれ ) は 言 
いま し た : 「 私 た ち が 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) と 共に 
旅路 に ある 時 、 ラ クダ に 乗っ た 1 人 の 男 が や っ て 来 ま し た 。 そ し て ( 男 は 物欲 
し そう に ) 左右 を 眺め 回 し まし た 。 そ こ で アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : " (乗る た め の ) ラク ダ を 余計 に 持っ 
て いる 者 は 、 持 っ て いな い 者 に 与え て や る の だ 。 そ し て 蓄え に 余裕 が ある 者 
は 、 な い 者 に 与え て や る の だ 。'′ 」 (ムスリム の 伝承 り ) 






































) 乗り 物 に 乗る 時 の だ ゥ アー (祈願 ) の 言葉 : 





' サ ヒ ー フ ・ ア ルー ニブ プ ハー リー (5534) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (628) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
5) サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2998) 。 
6 





訳者 注 : アッ ラー の 命 に 反する 者 は シャ イタ ー ン に 従う 者 で あり 、 そ の 意味 で 預言 者 ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 
あれ ) は この 言い 回 し を 用 いた の だ と いう 解釈 が あり ます (アル テム バー ラク フー リー 著 ジ ャ ー ミ ッ ゥ ッ ・ ア ッ テ テ ィ 
ルミ ズィー 解説 「 ト フフ ァ ト ・ ア ルテニア フワ ズィー」 よ り ) 。 
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良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2607) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2271) 、 ス ナン ・ 
アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー (1674) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (1368) 。 

! 訳者 注 : し も べ の 人 罪 の 赦し や 、 ア ッ ラ テー の ご 慈悲 を を う 天 使 た ちの こと 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2113) 。 

0 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1728) 。 





























アリ ー・ ブ ン ・ ラ ビー ア は 言い まし た : 「 私 は ある 時 アリ ー ( 彼 に アッ ラ 
ー の ご 満悦 あれ ) を 見 まし た 。 そ し て 彼 の も と に 乗り 物 用 の 家畜 が 連れ て 来 
られ 、 彼 は その あぶ み に 足 を か ける 時 に :" ビス ミッ ラー (アッ ラー の 御名 
C お いて う ) ” と 計 い 、 また て の 上 に 用 を 下 し た 時 に )~、 デル ハ バハ ド ・ リ ッ 
ラー (全て の 賞 蒼き デッラ ー に こそ あれ ) ” と 言い まし た 。 

09 ら こう 言 め まし た - 
これ を 私 た ち に 従属 せしめ られ た お 方 の 崇高 さ を 讃え ます 。 私 た ち が こ の よ 
うな こと を 可能 に し た わけ で は あり ませ ん 。 そ し て 私 た ち は 、 必 ず や 主 の 御 
許 に 還 り 行く 境遇 な の で す 。, (クル アー ン 43 : 13 一 14) 

そし て " アッラーフ ・ ア ク バ ル (アッ ラー は 僅 大 な り ) * と 3 度 言い 、 ま 
だ デル ー ハ ム ド ィ リッ ラー (全て の 賃 准 ば アッ ラー に こそ あれ ) ~ と 3 上 戻 言 
6 

それ か ら こ 2 う 言 いま し た :" あな た の 崇高 さ を 讃え ます 。 私 は 自ら に 不正 
2 2 
外 に は お られ な い の で すか ら 。" ・・・ そ れ か ら ア リ ( 條 に デック の ご 
満悦 あれ ) は こう 言い まし た : " 私 は 預言 者 ( 相 こ ア ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝 
福 あ れ ) が 、 私 が ( 今 し が た ) や っ た よう に され た の を 見 た の だ 。′ 」 ( ア 

ーー ャ ゲー ウー ドア デア ッ テ デイ ルミ イー の 佐 承 り 



































ーー 






























































吾 





旅行 の ドゥ アー (祈願 ) 

















イブ ン ・ ウ マル (彼ら ( 9 の 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 旅立ち の 際 ラ クダ の 背 に 乗る と 
ッ ー プ ツラ クー の 人 内 さる ) 回 識 え まし た (| デッラ テー クィ アグ バル | と いう 冒 某 
か 半 え 5 の ら ら う 言い ゆま 必 信 > に 
これ を 私 た ち に 従属 せしめ られ た お 方 の 押 高 さ を 讃え ます 。 私 た ち が こ の よ 
うな こと を 可能 に し た わけ で は あり ませ ん 。 そ し て 私 た ちら は 、 必 ず や 主 の 御 
許 に 還 り 行く 境遇 な の で す 。, (クル アー ン 43 : 13 一 14) アッ ラー よ 、 私 た 
ち は こ の 私 た ちの 旅 に お いて 、 善 行 と タク ワー (アッ ラー の お 郊 り と 徐 罰 を 
舞 く よ う な 事柄 か ら 身 を 慎 むこ と ) を 請 い ます 。 そ し て あな た の ご 満悦 され 
る 行い を 求め ます 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちの この 旅 を 容易 くし て 下さ い 。 そ し 
て その 距離 を 縮め て 下さ い 。 ア デッラ ー よ 、 あ な た は 旅 の 道連れ で あり 、 ( 残 
し た ) 家族 の 後見 人 で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 旅 の 困難 と 風景 が も た 
ら す 供 怠 さか ら 、 そ し て 財産 と 家族 に 万 一 の こと が な いよ う 、 あ な た に ご 加 
護 を 求め ます 。」 (ムスリム の 伝承 









































@ 2 名 の 者 が 旅 で 行う こと : 




















アブ ー・ ム ー サ ー (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 彼 と ム ア ー ズ を イエ メン に 派遣 し 、 こ う 
言い まし た :" (当地 の 人 々 に 対し て 、 物 事 を ) 容易 くし 、 難 し くし て は な 
ら な い 。 そ し て よき 知ら せ を 伝え 、 (彼ら を ) 背 か せ て は な ら な い 。 そ し て 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2602) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2267) 、 ス ナン ・ 
アッ テテ ィ ル ミ ズィー (3446) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (2742 ) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 
の も の 。 


2 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1342) 。 











互い に 協調 し 合い 、 相 反し て は な ら な い 。" 」 (アル テ ブ ハー リー と ム ス リ 
ム の 伝承 

















@ 3 名 以上 で 旅行 する 時 に は 、 誰 か を リー ダー に する こと : 














アブ ー・ サ イー ド ・ ア ル テ フ ドッ リー (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) ! 
れ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 0 
0 人 AI で 旅立つ 時 に は 、 誰 か を リー クー と せよ 1 ビジー*・ ク グー シー ド の 
伝承 ") 



































@ 旅行 者 が 坂 を 上 っ た り 降 り た りす る 時 に 言う こと : 














イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「・・・ 
そし て 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) と その 軍 は 、 坂 を 上 る 
時 に は アッ ラー の 偉大 き を 讃え 、 下 り る 時 に は アッ ラー の 崇高 さと 完全 性 を 
講 完 だ の の 36 し た 休 | (だ ジラ ーッ クー ウー ド の 伝承 





























@ 旅先 で の 睡 眠 の と り 方 : 














アア ー* カ ター グ (後に アッ ラー の ご 清 憶 あれ ) は 言い まし た だ た: 1 アッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 旅路 で 夜 遅く 宿営 を し た 
時 に は 、 体 の 右側 を 下 に し て 横たわっ た も の で し た 。 そ し て 朝 も 近 付く 頃 に 
宿営 する 時 に は 片 肝 を つき 、 そ の 手 で 頭 を 支え て ( 横 に な っ て ) いた も の で 
し た 。」 (ムスリム の 伝承 7) 












































@ 旅先 で 寄 留 する 時 に 


上 












































あれ ) に よ れ ば 、 彼 女 は アッ ラー の 使徒 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
の よう に 衣 表 の (旅先 で ) どこ か に 一 時 寄 留 する 
者 で 、" アッ ラー の 完全 無欠 な る 御 言 か れ の 創造 され た 悪 か ら の 底 護 

まだ MO 者 の (再び ) 旅立つ 時 まで 、 何 も 彼 を 害 
お る あご: お 信 な いで め る うり 。 | (あの 倒 承 9 





2N が プッ ャ ドッ の ポー ベト テッ ョ クス ンー マヤ (に デック ご の で 滑 介 
( 2 
[ 



























































ーー 
し 











アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 
の AM の や EE 
も の で し た : 「 (天使 た ちよ 、) 私 た ち へ の 素晴らし い 恩 税 に 対す る 私 た ち 





ーー 


























8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4344) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1733) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

14 

良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2608) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2272) 。 ア ッ テ ス 
イィ ルス イラ ト ・ ア ッ ー テ サ ヒ ー ハ (1322) 参照 。 

15 

訳者 注 : 「 ア ッ ラ ー の 偉大 さ を 讃 える 言葉 」 と は 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル (アッ ラー は 偉大 な り ) 」 に 代表 され る 





言葉 で 、「 ア ッ ラ ー の 崇高 さと 完全 性 を 讃え 」 る 言葉 と いう の は 、「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー ( 此 高 な る アッ ラー に 讃え 
あれ ) 」 と いっ た 言葉 の こと で す 。 

6 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2599) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2264) 。 

リサ ヒー フ ・ ム スリ ム (683) 。 

3 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2708) 。 





の アッ ラー へ の 讃 美 を 、 ア ッ ラ ー に 伝え て 下さ い 。 主 よ 、 私 た ちの 同伴 者 よ 
、 私 た ち に 軸 恵 を 降り 注ぎ 、 そ し て 業火 か ら の ご 加護 を お 与え 下さ い 。」 ( 
ムスリム の 伝承 ?) 





@ 乗り 物 用 の 家畜 が つま ずい た 時 に 言う こと : 


ウラ アー アタ ラー の 條 衝 に お いで ) (1 デー ャ メー ツー ド 。 
アデ アフマド の 伝承 り ) 


@ 町 や 村 が 見 えた 時 に 言う こと : 




















スハ イル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ( 旅 の 途中 で ) 村 が 視界 に 入り 、 そ こ に 立ち 寄り 
た いと 思っ た 時 に は 、 常 々 こう 言っ た も の で す : 「 ア ッ ラ ー よ 、7 層 の 天 と そ 
の 影 が 覆う も の の 主 よ 、7 層 の 大 地 と それ が 運ぶ も の の 主 よ 、 多 く の シ ャ イタ 
ー ン と それ ら が 迷わ せ た も の の 主 よ 、 風 と それ が 吹き 飛ば し た も の の 主 よ 、 
私 は この 村 の 良き も の と その 住人 の 良き も の を 、 そ し て そこ に ある 良き も の 
を 求め ます 。 ま た 私 は あな た に その 悪 と その 住人 の 悪 と そこ に ある 悪 か ら の 
ご 加護 を 求め ます 。」 (アン シー ナ ザ ー イ ー と アッ テ タ ハー ウィ ー の 伝承 ぐ 































































































@ 旅立ち の 日 は 木曜 日 で や る こと が 望ま し いこ と : 











カ ア ブ ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 
( 彼 に アッ クー か ら の 便 信 と 平安 あれ ) は タプ ブー ク の 役 の 際 、 木 曜日 に 出発 
し まし た 。 また 彼 は 、 木曜 朋 に 出発 ずる こと を 好 ん で いま し た 。 

また 別 の 伝承 に は 次 の よう ! に あります アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か 
ら の 平安 と 祝福 あれ ) が 木曜 日 以外 に 旅立つ の は 、 稀 な こと で し た 。 (アル 
テー ブ ハ ー リ ー の 伝承 ?) 













































































旅行 の 出発 は 朝 に 、 遠 征 の 出発 は 夜 に 行う こと : 














1 一 サハ ル ・ ア ル テ ガ ー ミ ディ ー (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ 
ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : !「" アッ 
ラー よ 、 わ が 共同 体 を その 早朝 (か ら の 行い ) に お いて 祝福 し て 下さ い 。" 
そし て 遠征 団 、 あ る い は 軍 を 派遣 する 時 に は 、 午 前 中 の 早い 内 に そう し た も 
の で し た 。 1 (デジ ーッ クー クー ド よ アア マ ド の 伝承 



























































2 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 滴 違 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 





19 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2718) 。 
20 











真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4982) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4168) 、 ム スナ ド 
・ ア フィ ド (20867) 。 

21 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー の 「 ア ッ テ ス ナン ・ ア ル テ ク ブラ ー」 (8826) 、 ア ッ テ ニタ ハー ウィ ー の 「 
ムシ ュ キ ル ・ ア ル = ニ アー サー ル 」 (5693) 。 ア ッ ニ スィ ルス イラ ト ・ ア ッ ニ サ ヒ ー へ (2759) 参照 。 

2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2950, 2949) 。 

23 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2606) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2270) 、 ム スナ ド 
・ ア フィ ド 15522) 。 文 章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 


5 














肥 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “遠征 する 時 に は 、 夜 
発せ よ 。 地 面 は 夜 に 曲げ られ て 、 縮 小 す る の で ある か ら “。*” 」 (アブ ー・ 
ダー ウー ドド と デン で ド の 信 承 の 





SN や 














@ ハッ ジ (大 巡礼 ) や その 他 の 旅 か ら の 帰路 で 言う こと : 














イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 戦役 や ハッ ジ (大 巡礼 ) 、 ウ ム 
ラ ( 小 巡 礼 ) な どか ら 帰 っ て 来る 時 に は 、 大 地 の 隆 起 し た } 場所 で 「 ア ッ ラ ー 
ジュ アク パル (アデ アッラー は 信 天 な びり ) 」 と 3 回 詩 WW IN 

「 か れ の 他 に いか な る 共同 者 も 存在 し な い 、 唯 一 の アッ ラー の 他 に 真 に 祭 
拝 す べき も の は な し 。 和 の の の リ DP 
て の こと が お 出来 に な られ ます 。 (私 た ち は ) 帰り 、 悔 悟 し 、 (アッ ラー の 
み を ) 崇拝 し 、 (か れ の み に ) サジ ダ ( 伏 礼 ) し 、 私 た ちの 主 の み を 讃 美 し 
ます 。 ア ッ ラ ー は か れ の お 約束 を 果たさ れ 、 そ の し も 信 を 援助 な され 、 そ し 
て か れ の み の お 力 で 部 族 連 合 を 敗走 させ られ まし た 。」 (アル テ ブ ハー リー 
と ムスリム の 伝承 ") 













































































@ 旅行 者 が 用 事 を 済ま せ た 時 に する こと : 

















アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ テラー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 旅 と は 懲罰 の 一 部 
で ある 。 (それ は ) あな た 方 の 睡眠 や 飲食 を 妨げ る 。 ゆ え に ( 旅 の ) 用 事 を 
済ま せ た ら 、 急 いで 家族 の も と に 戻る が よい 。」 (アル テ ブ ハー リー と ム ス 
リム の 伝承 ") 

















@ 旅 か ら 帰 る 頃合 : 











1 一 カ ア ブ ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 
言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 決ま っ て 昼間 の 早い 内 に 、 旅 
行か ら 帰 っ て 来 た も の で し た 。 そ 時 NII の は モズ ク で あ 
の くつ を で 0 アグ の グー 人 し 措 ) を し 売れ の か ら を で 人 座り ポル だ 。」 【 
アル デ プ ハ ホー リー と ふえ ス り リム ふ の 令 承 り ) 
























































2 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は (旅路 か ら 帰 っ て 来 た ら ) 、 夜 遅く 不意 
に 家族 の も と を 訪れ た り は し ませ ん で し た 。 彼 は 朝 か タ に (彼ら の も と に ) 
帰っ た も の で す 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 %) 






































24 

訳者 注 : 夜 に 行軍 する と 周り の 風景 の 変化 が 見 て 取れ な いこ と か ら 、 余 り 進 ん で いな いよ うに 見 えて も 実際 に は 沢 
山 進ん で いる こと を 示し て いる 、 と いう 解釈 の 仕方 が あり ます (アー バー ディ ー 著 スナ ン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド 人 解 
説 「 ア ウ ヌ ・ ア ル テ マ ァ ブ ー ド 」 よ り ) 。 


25 



































真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2571) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2241) 、 ム スナ ド 
・ ア フ マ ド (15157) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 

6 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1797) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1344) 。 文章 は アル テニ ブ ハー リー の も の 。 

7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3001) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1927) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4418) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (716) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1800) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1927) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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の 夜 に ( 旅 か ら ) 戻っ て 来る 者 は 、 家 族 に それ を 告げ て お く こ と 
が スン プ " で ある こと : 














ジャ リー ル ・ ブ ン ・ ア ブ ド ッ ラー (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ 
ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 夜 に ( 
旅路 か ら ) 帰っ て 来 た ら 、 夫 と 離れ 離れ に な っ て いた 者 ( 妻 の こと ) が 陰毛 
を 処理 し 、 そ の 乱れ た 髪 が 整え られ る まで 家族 の も と に 行く の で は な い 。」 
(アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ") 


























0 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 言行 や 手法 の こと 。 
サリ サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5246) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (715) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
7 








